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2021 年 12 月 21 日

全世代型社会保障構築会議

公的価格評価検討委員会 御中

リハビリテーション専門職団体協議会

公益社団法人 日本理学療法士協会

会 長  斉 藤  秀 之

一般社団法人 日本作業療法士協会

会 長  中 村  春 基

一般社団法人 日本言語聴覚士協会

会 長 深 浦 順 一

（ 公 印 省 略 ）

要望書

日頃より本会の活動にご理解をいただき心より感謝しております。

公的価格評価検討委員会で議論する各職種の現状・課題、今後行うべき取組等に関して、

以下の通り要望いたします。ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

１．医療 介護間の処遇格差の改善

〇理学療法士等の所定内給与額は 15年以上変化がなく、多職種と比較して伸び率に

おいて大きな差が生じています。また医療保険下で働くものと介護保険下で働くも

のとで大きな処遇格差が生じています。貴委員会での議論においては、処遇が長年

変化しない職種への対応とともに、医療 介護間の処遇格差の改善について検討す

ることを要望します。

２．基金の活用例の充実

〇地域における理学療法士等の確保や処遇改善に活用できる地域医療介護総合確保基

金の拡充を要望します。また具体的な基金の活用例を増やし各自治体が基金を活用

しやすい環境の整備を要望します。

以上
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